
【
解
説
】　
松
江
藩
か
ら
松
江
県
・
島
根
県
へ
─
「
島
根
県
歴
史
」・
郡
村
誌
の
編
纂
と
近
代
松
江
の
出
発
点
の
諸
相
─

近
現
代
史
部
会
長　

竹
永
三
男　

　

本
巻
「
史
料
編
９　

近
現
代
Ⅰ
」
に
は
、
現
松
江
市
域
の
明
治
初
期
の
歴
史
と
地
域
の
状
態
を
網
羅
的
に
示
す
歴
史
書
と
地
誌
（
以
下
、
史
誌

と
略
記
）
を
収
録
す
る
。
前
者
の
歴
史
書
は
、「
島
根
県
歴
史
」
と
し
て
島
根
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
県
内
周
知
の
史
料
（
現
在
は
島
根

県
公
文
書
セ
ン
タ
ー
に
移
管
）
で
、
明
治
政
府
に
も
提
出
さ
れ
、
国
立
公
文
書
館
に
「
島
根
県
史
料
」（「
府
県
史
料　

島
根
県
」）
と
し
て
所
蔵
・
公

開
さ
れ
て
お
り
、
同
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
よ
り
自
由
に
閲
覧
で
き
る
。
本
巻
に
は
、
こ
の
中
、「
島
根
県
歴
史
附
録
旧
松
江
藩

旧
松
江
県
」（
自
明

治
二
年
至
同
四
年
）
二
冊
と
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
か
ら
同
九
年
（
一
八
七
六
）
の
旧
松
江
藩
領
関
係
分
六
冊
を
一
括
し
て
収
め
る
。
一
方
、
後

者
の
地
誌
は
、「
皇
国
地
誌
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
（
島
根
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
を
島
根
県
公
文
書
セ
ン
タ
ー
に
移
管
し
て
公
開
）、

県
内
の
自
治
体
史
編
纂
や
地
域
史
研
究
で
利
用
さ
れ
て
き
た
。
本
巻
に
は
、
そ
の
中
の
松
江
市
域
関
係
分
で
あ
る
「
島
根
郡
村
誌
」「
出
雲
国
意

宇
郡
誌
」「
意
宇
郡
松
江
地
誌
」
を
一
括
収
録
す
る
。
い
ず
れ
も
、
広
範
な
需
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
公
刊
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の

で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
編
纂
過
程
と
内
容
の
概
略
を
示
し
て
解
説
と
す
る
。

㈠
明
治
政
府
に
よ
る
歴
史
書
・
地
誌
の
編
纂
過
程

　

国
家
に
よ
る
歴
史
書
の
編
纂
（
修
史
事
業
）
は
、
中
国
の
正
史
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
歴
代
の
王
朝
が
、
そ
の
正
統
性
を
歴
史
的
に
証
明
し
よ

う
と
す
る
意
図
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
。古
代
日
本
で
も
八
世
紀
初
頭
の『
日
本
書
紀
』に
始
ま
る
六
国
史
が
編
纂
さ
れ
た
が
、一
〇
世
紀
初
頭
の『
日

本
三
代
実
録
』
を
最
後
に
途
絶
え
た
。
戊
辰
戦
争
に
よ
っ
て
旧
幕
勢
力
を
打
倒
し
て
成
立
し
た
明
治
政
府
は
、
一
八
六
九
年
（
明
治
二
）
の
版
籍

奉
還
の
直
後
に
国
史
の
編
纂
を
再
開
し
、
一
八
七
一
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
る
中
央
集
権
的
国
家
体
制
の
一
応
の
確
立
後
に
史
誌
の
編
纂
を
並
行
し

て
進
め
た
。
そ
の
過
程
は
、
佐
藤
大
悟
（
二
〇
一
六
年
）、
島
津
俊
之
（
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
に

解　説
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よ
れ
ば
、
明
治
政
府
の
史
誌
編
纂
事
業
は
相
互
に
関
連
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
。

　

第
一
に
、
明
治
新
政
府
は
、
版
籍
奉
還
直
後
か
ら
六
国
史
を
受
け
継
ぐ
国
史
の
編
纂
事
業
を
再
開
す
る
と
と
も
に
地
誌
編
纂
組
織
を
設
け
た
。

　

第
二
に
、
一
八
七
二
年
九
月
に
太
政
官
正
院
に
設
置
さ
れ
た
地
誌
課
が
地
誌
編
纂
を
一
括
し
て
管
轄
し
、
一
八
七
三
年
三
月
、
塚
本
明
毅
課
長

が
、
地
誌
課
編
纂
の
『
日
本
地
誌
提
要　

第
一
巻
』
を
開
拓
使
・
府
県
に
配
付
し
、
戸
長
へ
の
諮
問
も
含
め
て
補
訂
す
る
と
い
う
実
地
調
査
の
「
現

地
委
託
主
義
」（
島
津
二
〇
〇
二
年
）
を
と
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
府
県
当
局
に
よ
っ
て
郡
村
誌
調
査
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
一
八
七
二
年
に
設
置
さ
れ
た
歴
史
課
は
、「
復
古
記
」（
＝
戊
辰
戦
争
史
）
の
編
纂
を
開
始
し
た
（
一
八
八
九
年
完
成
）。
次
い
で
一
八
七

三
年
一
一
月
に
制
定
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
「
歴
史
課
事
務
章
程
」
は
、「
国
史
」「
藩
史
」
と
並
ん
で
「
府
県
史
」
を
歴
史
編
纂
の
柱
と
し
て
位

置
づ
け
た
上
で
、
廃
藩
置
県
以
後
の
土
地
・
民
俗
・
官
員
の
要
点
・
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
（
佐
藤
二
〇
一
六
年
）。

　

第
三
に
、
府
県
史
編
纂
と
郡
村
誌
調
査
の
項
目
と
方
法
は
、
太
政
官
か
ら
開
拓
使
と
府
県
に
対
し
て
、「
歴
史
編
輯
例
則
」（
一
八
七
四
年
）、「
皇

国
地
誌
編
輯
例
則
」（
一
八
七
五
年
）
と
し
て
達
せ
ら
れ
、
全
国
統
一
基
準
に
よ
る
府
県
史
・
地
誌
の
編
纂
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
巻
所

収
の
史
誌
も
、
こ
の
「
例
則
」
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
中
、「
歴
史
編
輯
例
則
」は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た（『
法
令
全
書
』明
治
七
年
。国
立
国
会
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
中
の「
日
本
法
令
索
引〔
明

治
前
期
編
〕」
で
全
文
の
閲
覧
可
能
。
以
下
、
史
料
引
用
に
際
し
て
は
、
旧
字
を
常
用
漢
字
に
改
め
、
句
読
点
を
適
宜
補
っ
た
）。

　
　

太
政
官
第
百
四
十
七
号
達
（
十
一
月
十
日　

輪
郭
附
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使
府
県

　
　

国
史
編
修
ニ
付
維
新
以
来
地
方
施
治
沿
革
等
左
ノ
例
則
ニ
依
リ
叙
記
シ
正
院
歴
史
課

0

0

0

0

0

ヘ
可
差
出
、
此
旨
相
達
候
事
（
傍
点
原
文
、
以
下
同
じ
）

　
　
　

�

但
費
用
ノ
儀
ハ
本
年
四月
第
五
十
六
号
達
地
誌
編
輯
費
額
七
百
金
ヲ
以
テ
改
テ
史
誌
両
般
ノ
費
用
ニ
支
給
候
条
右
勘
定
帳
史
誌
両
廉
ヲ
区
分

0

0

0

0

0

0

0

シ0

大
蔵
省
ヘ
可
差
出
事

　
　
　
　

歴
史
編
輯
例
則

歴
史
ハ
政
治
ノ
沿
革
、
民
物
ノ
盛
衰
ヲ
観
ル
ヲ
主
脳
ト
ス
。
故
ニ
各
管
内
諸
般
ノ
事
蹟
左
項
ヲ
照
シ
テ
事
毎
ニ
年
月
日
ヲ
詳
覈カ
ク

ニ
シ
、
逐
次

分
類
叙
記
ス
ヘ
シ
。
就
中
申
牒
布
令
等
大
ニ
関
係
ス
ル
処
ア
ル
モ
ノ
ハ
類
ニ
従
ヒ
原
文
ヲ
挿
入
シ
、
事
由
難
解
モ
ノ
ハ
条
下
ニ
註
釈
ヲ
加
フ

ヘ
シ
。
凡
史
伝
ヲ
修
ス
ル
質
実
簡
明
ヲ
尚タ
ツ
トフ

。
故
ニ
事
実
縁
由
ヲ
考
究
シ
、
行
文
ノ
雅
俗
ニ
拘
ラ
ス
紀
事
ノ
本
末
ヲ
全
フ
シ
、
繁
ヲ
省
キ
要

【解説】　松江藩から松江県・島根県へ─「島根県歴史」・郡村誌の編纂と近代松江の出発点の諸相─
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ヲ
摘
ミ
貫
通
理
会
シ
易
ラ
シ
メ
、
妄
ニ
愛
憎
褒
貶
ヲ
加
ヘ
溢
美
冤
枉
ノ
弊
ナ
キ
ヲ
要
ス
。
主
任
者
最
モ
注
意
ス
ヘ
シ

　
　
　
　
　

第
一
則

立
庁
ノ
日
ヨ
リ
明
治
七
年
十
二
月
ニ
至
ル
迄
部
内
政
治
ノ
施
設
、
制
度
ノ
沿
革
、
租
法
、
禄
制
、
拓
地
、
勧
農
ヨ
リ
軍
役
、
工
業
及
ヒ
騒
擾

時
変
等
ノ
事
類
ヲ
分
チ
歴
叙
ス
ヘ
シ

　
　
　

但
、
孝
義
忠
節
ノ
類
及
ヒ
民
利
ヲ
興
シ
国
益
ヲ
成
セ
シ
モ
ノ
等
ハ
之
ヲ
附
記
ス
ヘ
シ
（
以
下
略
）

　

先
ず
前
文
で
は
、「
国
史
」
編
修
の
た
め
、
明
治
維
新
後
の
府
県
行
政
の
変
遷
等
を
「
例
則
」
に
従
っ
て
叙
述
し
て
太
政
官
正
院
歴
史
課
に
提

出
す
る
こ
と
、
そ
の
経
費
は
、
四
月
に
地
誌
編
纂
経
費
と
し
て
下
付
す
る
と
し
た
七
〇
〇
円
を
地
誌
・
歴
史
書
両
方
の
経
費
と
し
て
支
給
す
る
の

で
、
両
者
を
区
分
し
た
勘
定
帳
を
大
蔵
省
に
提
出
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　

続
い
て
「
例
則
」
の
総
論
で
は
、
歴
史
の
中
心
は
政
治
の
変
遷
と
人
民
の
盛
衰
の
観
察
に
あ
る
と
し
、
各
条
項
を
参
照
し
て
、
個
々
の
年
月
日

を
精
確
に
分
類
叙
述
す
る
こ
と
、
と
く
に
重
要
な
公
文
書
・
布
令
は
原
文
を
引
用
し
、
簡
明
平
易
に
叙
述
す
る
よ
う
、
主
任
者
に
求
め
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
叙
述
範
囲
を
県
庁
開
設
日
か
ら
一
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）
一
二
月
ま
で
と
し
、
政
治
、
制
度
、
租
法
、
禄
制
、
拓
地
、
勧
農
、

軍
役
、
工
業
、
騒
擾
時
変
に
分
類
し
て
叙
述
す
る
こ
と
、
孝
義
忠
節
、
民
利
・
国
益
の
増
進
に
貢
献
し
た
者
を
附
記
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
（
第

一
則
）。
ま
た
、
一
八
七
五
年
以
降
は
同
様
に
一
年
ご
と
に
叙
述
し
て
提
出
す
る
よ
う
指
示
し
た
（
第
八
則
）。
本
巻
収
録
の
「
島
根
県
歴
史
」
は
、

こ
の
指
示
に
概
ね
従
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
外
、「
例
則
」
は
、
編
纂
を
確
実
に
遂
行
す
る
た
め
、
着
手
し
や
す
い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
、

出
来
た
も
の
か
ら
逐
次
提
出
す
る
よ
う
指
示
し
（
第
六
則
）、
修
正
は
予
め
届
け
出
た
主
任
者
と
の
間
で
行
う
こ
と
な
ど
を
指
示
し
て
い
る
（
第
七

則
）。

　

一
方
の
「
皇
国
地
誌
編
輯
例
則
」
の
内
容
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
（『
法
令
全
書
』
明
治
八
年
。
同
前
「
日
本
法
令
索
引
〔
明
治
前
期
編
〕」）。

　
　

太
政
官
第
九
十
七
号
達
（
六
月
五
日　

輪
郭
附
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使
府
県

　
　

皇
国
地
誌
編
輯
例
則
並
ニ
着
手
方
法
別
冊
ノ
通
相
定
候
条
、
右
ニ
照
準
シ
精
覈
調
査
致
シ
地
理
寮
ヘ
可
差
出
、
此
旨
相
達
候
事

　
　
（
別
冊
）
皇
国
地
誌
編
輯
例
則

　
　
　

第
一
号　

村
誌

解　説
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本
誌
、
全
村
ノ
景
状
ヲ
知
ラ
ン
ヲ
欲
ス
、
故
ニ
本
例
ニ
照
準
シ
、
細
密
ニ
之
ヲ
記
シ
、
遺
漏
ナ
カ
ラ
ン
ヲ
要
ス
、

　
　
（
以
下
、
調
査
項
目
の
み
／
で
区
切
っ
て
表
示
す
る
）

　
　

�

某
国
某
郡
某
村
枝
村
、
新
田
／
彊
域
／
幅
員
／
管
轄
沿
革
／
里
程
／
地
勢
／
地
味
／
税
地
／
飛
地
／
字
地
／
貢
租
／
戸
数
／
人
数
／
牛
馬
／
舟

車
／
山
／
川
／
森
林
／
原
野
／
牧
場
／
鉱
山
／
湖
沼
／
道
路
／
堤
塘
／
港
／
出
崎
／
島
／
暗
礁
／
燈
明
台
附
燈
明
船
／
瀧
／
温
泉
／
冷
泉
／

公
園
／
陵
墓
／
社
／
寺
／
学
校
／
町村
会
所
／
病
院
／
電
線
／
郵
便
所
／
製
糸
場
／
大
工
作
場
／
古
跡
／
名
勝
／
物
産
／
民
業

　
　
　

第
二
号　

郡
誌

本
誌
ハ
、
全
郡
ノ
景
状
ヲ
知
ル
ヲ
欲
ス
、
故
ニ
本
例
ニ
照
準
シ
、
一
町
村
ニ
関
ス
ル
小
節
目
ヲ
略
シ
、
務
メ
テ
全
郡
ノ
大
勢
ヲ
瞭
記
ス
ル
ヲ

要
ス
（
以
下
省
略
）

　
　
　

第
三
号　

着
手
方
法
（
第
一
条
か
ら
第
四
条
、
省
略
）（
地
図
省
略
）

　

こ
の
「
皇
国
地
誌
編
輯
例
則
」
は
、
第
一
に
、
島
津
（
二
〇
〇
二
年
）
が
一
国
の
地
誌
は
「
統
治
対
象
を
知
悉
＝
掌
握
す
る
政
治
的
用
具
と
し
て
」

重
要
で
あ
る
と
す
る
よ
う
に
、
明
治
政
府
が
統
治
下
に
置
い
た
国
土
＝
領
土
を
構
成
す
る
全
国
の
町
村
と
郡
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
事
項
を
掌

握
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
「
村
誌
」「
郡
誌
」
の
調
査
項
目
と
し
て
明
確
か
つ
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
項
目
を
本
巻
所
収

の
松
江
市
域
の
「
村
誌
」「
郡
誌
」
と
対
照
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
こ
の
例
則
に
基
づ
い
て
調
査
・
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

第
二
に
、「
第
一
号　

村
誌
」
に
あ
っ
て
「
第
二
号　

郡
誌
」
に
な
い
項
目
は
、
飛
地
／
字
地
／
森
林
／
原
野
／
牧
場
／
鉱
山
／
湖
沼
／
堤
塘

／
出
崎
／
暗
礁
／
村町
会
所
／
古
跡
／
名
勝
で
あ
り
、
逆
に
「
郡
誌
」
に
あ
っ
て
「
村
誌
」
に
な
い
項
目
は
、
気
候
／
風
俗
／
地
味
／
町村
数
／
官
用

地
／
人
物
で
あ
る
。
こ
の
中
、
前
者
に
は
森
林
・
原
野
・
湖
沼
な
ど
必
ず
し
も
村
の
区
域
で
完
結
し
な
い
事
項
も
含
ま
れ
る
が
、
地
理
課
と
明
治

政
府
が
、ど
の
事
項
が
村
と
そ
の
集
合
体
で
あ
る
郡
の
規
模
で
そ
れ
ぞ
れ
固
有
に
把
握
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
三
に
、
各
調
査
項
目
の
具
体
的
説
明
に
よ
っ
て
、
明
治
政
府
が
歴
史
資
料
や
郡
と
い
う
地
域
の
成
り
立
ち
や
当
時
の
民
間
の
重
要
産
業
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
①
「
第
一
号　

村
誌
」
の
「
社
」「
寺
」
で
は
、
社
・
招
魂
社
・
寺
・
堂
・
庵

の
書
き
上
げ
を
求
め
た
上
で
、「
社
寺
ノ
文
書
碑
銘
等
、
事
実
年
月
等
ノ
考
拠
ニ
供
ス
ヘ
キ
ハ
節
録
シ
、
或
全
文
ヲ
写
ス
モ
可
ナ
リ
」
と
し
て
い

る
こ
と
、
②
「
古
跡
」
の
項
目
で
国
府
址
・
城
墟
・
戦
場
・
古
関
趾
・
古
宅
跡
・
廃
寺
趾
の
書
き
上
げ
を
求
め
て
い
る
こ
と
、
③
「
第
二
号　

郡
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誌
」
の
「
郷
荘
」
の
項
で
、「
古
時
幾
郷
ニ
分
チ
、
某
郷
幾
村
ヲ
管
シ
、
村
名
ヲ
書
入
ヘ
シ
、

下
皆
之
ニ
倣
フ
、

某
郷
幾
村
ヲ
管
ス
、
今
幾
郷
ニ
分
チ
、
某
郷
幾
村
ヲ
管
シ
、

某
郷
幾
村
ヲ
管
ス
等
ノ
類
、古
時
荘
領
保
里
等
ノ
称
ア
ル
カ
、
又
ハ
数
村
ヲ

合
セ
某
組
ト
称
ス
ル
カ
如
キ
ハ
、
之
ニ
倣
フ
、
」
と
し
て
、
郡
─
郷
─
村
の
関
係
、
郡
の
歴
史
的
成
り
立
ち
に
関
わ
る
荘
園
・
保
・

里
と
組
の
把
握
を
意
図
し
て
い
る
こ
と
、
④
「
村
誌
」
の
「
民
業
」
の
項
で
、「
男
、
農
桑
ヲ
業
ト
ス
ル
者
幾
戸
、
或
ハ
薪
炭
ヲ
業
ト
ス

ル
者
幾
戸
或
ハ
漁
猟
ヲ
業
ト
ス
ル
幾
戸
ノ
類
、　

女
、
縫
織
ヲ
業
ト
ス
ル
者
幾

人
、
或
ハ
養
蚕
ヲ
業
ト

シ
、
或
ハ
製
茶
ヲ
業

ト
ス
ル
幾
人
ノ
類
、
」
と
し
て
、
農
業
・
養
蚕
・
製
炭
・
漁
業
・
狩
猟
・
織
物
・
製
茶
な
ど
を
男
女
別
に
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
そ
れ

で
あ
る
。

　

最
後
に
、「
第
三
号　

着
手
方
法
」
で
、「
地
方
官
」（
県
令
）
が
担
当
者
を
選
任
し
て
地
理
課
に
報
告
す
る
こ
と
（
第
一
条
）、「
一
国
」
単
位
で

調
査
す
る
が
事
業
の
重
大
さ
と
経
費
の
制
約
に
鑑
み
て
郡
単
位
で
の
調
査
を
行
い
、
完
成
し
た
も
の
か
ら
順
次
「
地
理
寮
」
に
提
出
す
る
こ
と
（
第

二
条
）、「
例
則
」
に
準
拠
し
て
実
地
調
査
を
行
い
、「
質
実
明
晰
」
を
旨
と
す
る
こ
と
（
第
三
条
）、
官
民
の
関
係
図
書
を
も
れ
な
く
収
集
し
て
そ

の
書
名
を
届
け
出
る
こ
と
と
い
う
具
体
的
な
調
査
方
法
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
（
第
四
条
）
も
注
目
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
明
治
政
府
が
国
家
的
に
推
進
し
た
史
誌
の
編
纂
事
業
は
、
そ
の
後
の
所
轄
官
庁
・
推
進
機
関
の
変
遷
を
経
て
、
修
史
事
業
は
一

八
八
八
年
に
、
地
誌
編
纂
事
業
は
一
八
九
〇
年
に
そ
れ
ぞ
れ
帝
国
大
学
に
移
管
さ
れ
た
。
こ
の
中
、
前
者
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
業
務
と
し

て
今
日
に
至
る
一
方
、
後
者
の
編
輯
資
料
は
、
関
東
大
震
災
の
中
で
焼
失
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

㈡
本
巻
に
収
録
し
た
「
島
根
県
歴
史
」
と
三
つ
の
郡
村
誌
の
概
要

⑴
「
島
根
県
歴
史
」
の
編
纂
と
そ
の
特
徴

　

「
島
根
県
歴
史
」
を
含
む
「
府
県
史
料
」
に
関
し
て
、
太
田
富
康
（
二
〇
一
〇
年
）
は
、
明
治
政
府
の
歴
史
書
編
纂
方
針
と
そ
の
府
県
に
お
け

る
実
施
過
程
に
つ
い
て
、
全
国
的
な
調
査
と
先
行
研
究
の
網
羅
的
検
討
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
府
県
史
料
」
の
編
纂
過
程
に
立
ち
入
っ
て
綿

密
に
比
較
検
討
し
て
い
る
。
太
田
氏
は
、「
府
県
史
料
」
の
「
編
纂
工
程
」
に
関
す
る
史
料
が
「
体
系
的
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
府
県
の
例
と
し
て

島
根
県
が
あ
る
」
と
評
価
し
、「
島
根
県
歴
史
」
の
諸
本
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
・
構
成
を
比
較
検
討
し
て
、
編
纂
過
程
を
詳
細
に
究
明
し
た
。「
島
根

県
歴
史
」
と
関
係
簿
冊
は
、
そ
の
「
体
系
的
ま
と
ま
り
」
と
太
田
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
全
国
の
「
府
県
史
料
」
の
比
較
分
析
基
準
と
し
て
の
位

解　説
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置
を
も
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
太
田
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、「
島
根
県
歴
史
」
の
編
纂
過
程
と
そ
の
特
徴
を
紹
介
す
る
。

　

太
田
氏
は
、「
島
根
県
歴
史
」
の
四
種
の
稿
本
・
浄
書
本
（「
史
料
」「
原
稿
」「
控
本
」「
進
達
本
」
と
名
付
け
た
。
口
絵
【２】
～
【５】
参
照
）
の
記
述
内

容
を
詳
細
に
比
較
検
討
し
、
そ
の
異
同
・
関
連
を
明
確
に
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
四
種
が
「『
史
料
』
→
『
原
稿
』
→
『
控
本
』
の
順
に
つ
く
ら
れ
、

さ
ら
に
も
う
一
冊
の
浄
書
本
が
作
成
さ
れ
修
史
館
に
進
達
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

「
史
料
」
…
…
「
行
政
文
書
簿
冊
ご
と
に
収
録
候
補
史
料
を
選
別
・
筆
写
し
」
編
冊
し
た
も
の
。
こ
れ
に
「
編
入
す
べ
き
類
目
を
検
討
、
注
記
」

し
た
上
で
、「
類
目
に
分
類
、
年
月
日
順
に
『
編
輯
』『
編
入
』
し
、
第
二
段
階
の
『
史
料
』
と
し
て
編
冊
し
な
お
す
。」

「
原
稿
」
…
…
「
さ
ら
に
、
取
捨
、
編
纂
位
置
の
変
更
、
修
正
等
を
行
い
、
綱
文
を
付
し
た
」
も
の

「
控
本
」
…
…
「『
原
稿
』
の
稟
決
を
得
」
て
「
浄
書
」
し
た
二
冊
の
中
、
島
根
県
に
留
め
置
い
た
も
の

「
進
達
本
」
…
上
記
「
浄
書
」
本
の
中
、
明
治
政
府
の
修
史
事
業
を
担
当
す
る
修
史
館
に
提
出
し
た
も
の
。
こ
れ
が
、
内
閣
文
庫
本
の
「
府
県
史

料　

島
根
県
」（「
島
根
県
史
料
」）
と
し
て
、
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

大
田
氏
の
こ
の
考
察
に
加
え
て
「
控
本
」（
島
根
県
公
文
書
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。
和
綴
装
丁
）
と
「
進
達
本
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。
簿
冊
装
丁
）
の

項
目
構
成
を
比
較
す
れ
ば
、
①
「
控
本
」
に
は
あ
る
「
島
根
県
歴
史
附
録
旧
松
江
藩

旧
松
江
県
」（
自
明
治
二
年
至
同
四
年
）
及
び
広
瀬
・
母
里
両
藩
県
の
「
制

度
部
」
が
、「
進
達
本
」
に
は
欠
け
て
い
る
こ
と
、
②
両
者
の
収
録
項
目
は
錯
綜
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
、「
控
本
」
で
は
一
部
に
記
事
の
錯
綜
が

見
ら
れ
る
こ
と
、
③
全
体
と
し
て
は
両
者
は
同
じ
「
原
稿
」
か
ら
の
二
種
の
浄
書
本
と
判
断
で
き
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
る
。

　
「
歴
史
編
輯
例
則
」
に
よ
る
各
府
県
の
修
史
事
業
は
一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
年
）
六
月
に
中
止
さ
れ
る
が
（
太
田
二
〇
一
〇
年
）、
こ
の
間
編
纂
・

進
達
さ
れ
た
「
島
根
県
歴
史
」
は
、
国
立
公
文
書
館
「
内
閣
文
庫
」
に
三
二
冊
、
一
八
七
八
年
分
ま
で
が
残
り
、
ウ
ェ
ブ
上
で
自
由
に
閲
覧
で
き
る
。

本
巻
は
こ
の
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
「
進
達
本
」
を
底
本
と
し
、
そ
こ
に
欠
け
て
い
る
一
冊
を
島
根
県
公
文
書
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
「
控
本
」
で
補

っ
た
。

　

太
田
氏
は
ま
た
、「
島
根
県
歴
史
」の
編
纂
に
関
わ
っ
た
島
根
県
修
史
科
長
の
湯
浅
文
彦（
元
鳥
取
藩
藩
校
大
教
正
・
因
幡
国
一
宮
宇
倍
神
社
権
宮
司
）

の
修
史
事
業
観
を
検
討
し
、
湯
浅
が
、「
府
県
史
ハ
国
史
編
纂
ノ
史
料
」
と
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
、「
い
か
に
良
質
の
史
料
を
国
史
編
纂
に
提
供

で
き
る
か
」
が
「
府
県
史
編
纂
の
目
標
」
で
あ
る
と
の
認
識
を
も
ち
、
そ
こ
に
独
自
の
意
義
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
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以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
「
島
根
県
歴
史
」
の
編
纂
は
、「
歴
史
編
輯
例
則
」
の
翌
月
一
八
七
四
年
一
二
月
九
日
に
島
根
県
当
局
が
「
国
史

編
修
に
付
、
旧
藩
々
史
料
差
出
方
」
を
一
般
に
布
達
し
た
こ
と
で
開
始
さ
れ
た
（
本
巻
160
ペ
ー
ジ
参
照
）。
島
根
県
当
局
は
こ
の
布
達
で
、
立
庁
後

の
明
治
五
年
以
降
の
史
料
は
揃
え
う
る
が
、
戊
辰
（
明
治
元
年
）
か
ら
壬
申
（
明
治
四
年
）
の
間
は
史
料
が
乏
し
い
た
め
、
旧
藩
在
職
者
、
元
郡

村
役
人
、
神
社
・
寺
院
や
富
豪
に
対
し
、
勤
務
中
の
手
控
え
な
ど
を
、
朝
廷
に
は
差
し
出
さ
な
い
の
で
、
懸
念
無
く
提
出
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。

　

以
上
の
島
根
県
の
史
誌
編
纂
事
業
を
県
費
支
出
か
ら
見
れ
ば
、一
八
七
四
年
九
月
ま
で
は
費
目
と
し
て
は
な
く
、同
年
一
〇
月
～
一
二
月
に「
国

史
編
輯
費
」
と
し
て
三
四
円
一
一
銭
一
厘
が
初
め
て
計
上
さ
れ
、
翌
一
八
七
五
年
上
期
に
一
五
四
円
一
六
銭
六
厘
が
同
じ
く
計
上
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
は
「
史
誌
編
輯
費
」
と
し
て
、
同
年
下
期
に
一
一
〇
円
六
銭
三
厘
が
、
さ
ら
に
一
八
七
六
年
に
は
年
間
で
四
一
二
円
五
一
銭
六
厘
が
支
出

さ
れ
て
い
た
（
本
巻
所
収
の
各
年
「
制
度
部　

会
計
」
参
照
）。「
島
根
県
歴
史
」
の
編
輯
が
「
歴
史
編
輯
例
則
」
の
直
後
に
始
ま
り
、
次
第
に
活
発

に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
一
八
七
五
年
下
期
か
ら
郡
村
誌
の
調
査
編
輯
と
一
体
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

⑵
「
皇
国
地
誌
」
の
た
め
の
郡
村
誌
の
調
査
・
編
輯

　

松
江
市
域
の
郡
村
誌
の
地
名
等
に
は
、「
島
根
県
歴
史
」
に
は
見
ら
れ
な
い
多
く
の
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
（
本
巻
で
は
行
間
の
制
約
か
ら

割
注
部
分
の
振
り
仮
名
は
省
略
し
た
）。
こ
の
措
置
は
、「
地
誌
編
輯
例
則
追
補
」（
一
八
七
五
年
一
一
月
一
二
日
の
太
政
官
第
百
九
十
六
号
達
）
の
十
項

に
「
一
地
名
、
物
産
、
社
音
訓

ト
モ
寺
訓
読

ノ
分
、
苗
字
、
人
名
難
読
分
及
地
方
通
用
俗
字
等
総
テ
仮
名
ヲ
加
フ
ヘ
シ
」
と
の
指
示
に
忠
実
に
従
っ
て
な
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　

前
述
の
一
八
七
三
年
三
月
の
開
拓
使
・
府
県
宛
の
指
示
に
基
づ
い
て
郡
村
誌
編
纂
事
業
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
は
、
翌
年
六
月
、
神
門
郡
野
尻
村

の
牛
尾
弥
次
右
衛
門
が
、「
今
般
正
院
ニ
於
テ
地
誌
編
輯
セ
ラ
ル
ヽ
ヲ
以
出
雲
稽
古
知
今
図
説
一
冊
献
納
セ
シ
ノ
賞
」
と
し
て
二
円
を
下
さ
れ
た

こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
（
本
巻
191
ペ
ー
ジ
参
照
）。
こ
の
「
出
雲
稽
古
知
今
図
説
」（
一
八
七
一
年
）
は
、
島
根
県
立
図
書
館
に
複
写
本
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
著
者
は
渡
辺
彜
、
編
輯
・
出
版
は
、
前
述
の
と
お
り
「
島
根
県
歴
史
」
の
編
輯
に
当
た
っ
た
湯
本
文
彦
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
一
八
七
五
年
六
月
の
「
皇
国
地
誌
編
輯
例
則
」
を
承
け
て
、
同
年
九
月
一
四
日
に
島
根
県
当
局
は
、
先
ず
地
誌
の
材
料
と
な
る
民
間

（
社
寺
・
旧
家
）
所
蔵
の
「
旧
記
古
文
書
」
の
調
査
を
徹
底
し
、
県
庁
に
提
出
す
る
よ
う
求
め
た
。
そ
の
こ
と
を
示
す
「
県
内
地
誌
編
輯
ニ
付
誌
料

差
出
方
ノ
手
続
ヲ
管
内
ニ
布
達
ス
是
ヲ
地
誌
編
修
ノ
濫
觴
ト
ス
、
然
ト
モ
此
時
未

タ
主
任
官
ヲ
置
ス
、
其
置
之
十
年
六
月
ニ
係
ル
」（
本
巻
430
ペ
ー
ジ
）
の
記
事
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
島
根
県
が
「
主
任
官
」
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を
配
置
し
て
地
誌
編
纂
を
本
格
的
に
進
め
る
の
は
一
八
七
七
年
（
明
治
一
〇
）
六
月
で
あ
り
、
完
了
す
る
の
は
、「
島
根
郡
村
誌
」
が
一
八
八
一
年

（
明
治
一
四
）六
月
一
日
、「
出
雲
国
意
宇
郡
誌
」
と
「
意
宇
郡
松
江
地
誌
」が
と
も
に
一
八
八
三
年
（
明
治
一
六
）
一
〇
月
六
日
で
あ
り
、
担
当
者
は
、

境
二
郎
県
令
と
湯
本
文
彦
修
史
科
長（
島
根
県
三
等
属
）の
下
で
地
誌
事
務
担
任
者
と
し
て
任
に
当
た
っ
た
太
田
春
造（
島
根
県
御
用
係
地
誌
専
務
）で
あ

っ
た
。

㈢
本
巻
収
録
史
料
の
意
義
と
そ
の
活
用
の
実
際
例

　

「
島
根
県
歴
史
」
は
、
版
籍
奉
還
と
廃
藩
置
県
を
二
つ
の
画
期
と
し
て
、
藩
に
許
さ
れ
て
い
た
独
自
施
政
が
大
幅
に
否
定
・
制
限
さ
れ
、
明
治

政
府
が
規
定
す
る
全
国
一
律
の
制
度
の
実
施
が
進
め
ら
れ
た
変
革
の
時
期
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
変
革
は
、
政
治
体
制
で
は
幕
藩
体
制
下
の
松

江
藩
か
ら
近
代
中
央
集
権
国
家
下
の
松
江
県
・
島
根
県
へ
、
経
済
面
で
は
農
業
＝
年
貢
収
取
を
基
軸
と
し
た
封
建
経
済
か
ら
資
本
主
義
経
済
へ
、

軍
事
面
で
は
武
士
で
構
成
す
る
身
分
制
軍
隊
か
ら
国
民
皆
兵
の
天
皇
制
軍
隊
へ
と
い
う
大
き
な
転
換
で
あ
り
、
藩
主
・
武
士
か
ら
百
姓
・
町
人
・

賤
民
身
分
と
さ
れ
て
い
た
人
々
に
至
る
全
て
の
人
々
を
巻
き
込
む
全
社
会
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
、
そ
の
い
く
つ
か
を
見
て
み
よ
う
。

⑴
軍
制
改
革
─
武
士
の
軍
隊
か
ら
徴
兵
の
軍
隊
へ

　

版
籍
奉
還
後
の
松
江
藩
の
軍
制
改
革
に
つ
い
て
は
、
藩
軍
事
局
の
改
組
（
本
巻
76
ペ
ー
ジ
、
以
下
ペ
ー
ジ
数
の
み
記
す
）、「
戎
服
」（
軍
服
）
の
洋

装
化
（
88
）、「
農
兵
」
取
り
立
て
（
88
）、
海
岸
砲
隊
の
設
置
と
騎
兵
隊
編
制
へ
の
転
換
（
89
）、
イ
ギ
リ
ス
式
兵
制
か
ら
フ
ラ
ン
ス
式
兵
制
へ
の

転
換
（
89
）、「
諸
隊
」
の
解
散
と
「
農
兵
」「
町
兵
」
の
廃
止
（
89
）、
兵
部
省
達
、
太
政
官
達
に
基
づ
く
徴
兵
の
実
施
（
89
）
な
ど
、
め
ま
ぐ
る

し
く
変
転
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

廃
藩
置
県
後
、「
徴
兵
令
詔
書
及
ヒ
徴
兵
告
諭
」「
徴
兵
令
並
附
録
」
に
よ
っ
て
徴
兵
制
が
実
施
に
移
さ
れ
る
と
（
342
）、
鳥
取
県
会
見
郡
で
勃

発
し
た
「
血
税
一
揆
（
徴
兵
令
反
対
一
揆
）」
の
波
及
に
よ
る
人
心
動
揺
の
中
で
（
128
、
281
）、
徴
兵
実
施
の
た
め
の
人
民
説
得
が
さ
ま
ざ
ま
に
続

け
ら
れ
た
（
343
）。
そ
こ
で
は
、「
徴
兵
」
に
応
じ
さ
せ
る
た
め
の
説
得
の
論
理
（
343
）、
徴
兵
さ
れ
た
兵
士
の
「
父
兄
」
に
対
す
る
説
得
の
実
際

（
347
）
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
民
皆
兵
の
原
則
に
立
つ
徴
兵
制
が
、
士
族
に
と
っ
て
は
身
分
的
特
権
の
剥
奪
で
あ
り
、
平
民
（
百
姓
・
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町
人
）
に
と
っ
て
は
文
字
通
り
の
肉
体
的
負
担
を
強
要
す
る
「
血
税
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
例
え
ば
学
校
に
お
け
る
「
体
操
ノ
科
」
の
実
施
が
「
体

操
ハ
兵
隊
ノ
下
拵
等
ト
無
稽
ノ
浮
説
ヲ
唱
ル
モ
ノ
」
が
現
れ
る
な
ど
、
人
々
に
大
き
な
不
安
を
巻
き
起
こ
し
た
こ
と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
（
482
）。

⑵
身
分
制
の
再
編
と
開
化
政
策
の
展
開

　

明
治
政
府
は
、
欧
米
列
強
に
対
峙
す
る
た
め
に
導
入
を
推
進
し
た
資
本
主
義
経
済
制
度
の
社
会
的
条
件
を
整
備
す
る
た
め
に
も
、
幕
藩
制
下
の

身
分
制
の
廃
止
と
再
編
、
職
業
の
自
由
化
と
風
俗
の
矯
正
を
進
め
た
。
版
籍
奉
還
後
の
松
江
藩
で
も
、
一
旦
士
族
の
身
分
序
列
を
再
編
・
確
認
し

た
後
（
94
）、
身
分
規
制
緩
和
の
第
一
歩
と
し
て
居
住
地
が
自
由
化
さ
れ
た
（
99
）。
そ
し
て
、
続
く
廃
藩
置
県
後
に
は
、
婚
姻
・
養
子
・
身
分
間

移
動
に
対
す
る
規
制
の
緩
和
・
自
由
化
な
ど
が
進
め
ら
れ
（
101
）、
賤
民
身
分
の
呼
称
も
廃
止
さ
れ
て
身
分
職
業
と
も
「
平
民
同
様
」
と
布
達
さ

れ
る
な
ど
（
420
）
諸
身
分
の
平
準
化
が
さ
ら
に
推
進
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
開
化
政
策
は
、「
斬
髪
令
」
の
よ
う
に
、
頭
髪
（
丁
髷
・
日
本
髪
）
と
い
う
民
衆
に
と
っ
て
は
長
く
慣
れ
親
し
ん
だ
身
体
そ
の
も
の
の

有
り
よ
う
の
改
変
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
（
123
）。「
万
国
対
峙
」「
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
」
政
策
を
進
め
る
政
府
は
、
そ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

近
代
化
・
資
本
主
義
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
国
民
を
改
造
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。「
島
根
県
歴
史
」
は
、
そ
の
こ
と
を
、
民
衆
の
実
態
に

規
定
さ
れ
た
斬
髪
推
進
の
説
諭
の
徹
底
（
128
）、
今
日
の
軽
犯
罪
法
に
相
当
す
る
「
違
式
詿
違
条
例
」
に
よ
る
斬
髪
強
制
の
試
み
（
217
）
と
そ
の

修
正
な
ど
（
218
）、
県
当
局
の
対
応
の
揺
れ
を
通
し
て
記
録
し
、
民
衆
に
と
っ
て
の
明
治
維
新
、
文
明
開
化
の
意
味
を
示
し
て
い
る
。

⑶
家
禄
の
整
理
過
程
と
そ
の
影
響

　

資
本
主
義
化
を
推
進
す
る
た
め
、明
治
政
府
の
指
令
に
従
っ
て
藩
札
の
廃
止
・
公
開
焼
却（
401
）や
印
鑑
の
重
要
性
の
徹
底（
147
、714
）な
ど
通
貨
・

信
用
制
度
の
改
革
・
定
着
が
図
ら
れ
る
一
方
、
殖
産
興
業
推
進
財
政
を
制
約
し
て
い
た
士
族
に
支
給
す
る
家
禄
が
整
理
さ
れ
た
。
家
禄
整
理
は
、

版
籍
奉
還
後
に
藩
の
存
続
の
枠
内
で
の
節
減
が
進
め
ら
れ
た
後
（
84
、
86
）、
廃
藩
置
県
後
の
秩
禄
処
分
で
処
理
を
完
結
さ
せ
た
。
こ
の
点
で
も
「
島

根
県
歴
史
」
は
、「
家
禄
奉
還
」
形
式
に
よ
る
整
理
の
詳
細
と
と
も
に
（
335
以
下
）、
士
族
へ
の
「
資
本
金
御
下
ケ
」
に
つ
け
入
っ
て
利
益
を
得
よ

う
と
す
る
「
奸
商
」
の
「
工た
く
らミ
」（
335
）、
現
金
や
公
債
証
書
の
運
用
能
力
を
欠
く
「
士
族
の
商
法
」
の
調
査
を
記
録
し
て
い
る
（
137
、
337
）。

⑷
「
皇
国
地
誌
」
に
記
録
さ
れ
た
明
治
維
新
後
の
島
根
県
・
現
松
江
市
域
の
状
態

　

「
島
根
県
歴
史
」
に
記
録
さ
れ
た
明
治
維
新
後
の
島
根
県
行
政
と
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
対
応
は
、
現
在
の
松
江
市
域
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に
相
当
す
る
、
島
根
郡
・
意
宇
郡
の
村
々
と
松
江
分
で
展
開
し
た
。
こ
の
地
域
は
、
明
治
維
新
後
の
松
江
市
域
の
行
政
と
人
々
の
暮
ら
し
・
生
業

の
展
開
を
規
定
す
る
条
件
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
展
開
の
結
果
を
示
す
場
で
も
あ
っ
た
。
一
八
八
一
年
（「
島
根
郡
村
誌
」）、
一
八
八
三
年
（「
意

宇
郡
誌
」「
松
江
地
誌
」）と
い
う
、明
治
維
新
政
府
の
政
策
が
新
た
な
段
階
に
入
る
時
期（
政
治
的
に
は
明
治
十
四
年
政
変
後
の
立
憲
制
へ
の
移
行
の
準
備
、

経
済
的
に
は
松
方
財
政
に
よ
る
資
本
主
義
化
推
進
）
に
完
成
し
た
本
巻
収
録
の
郡
村
誌
は
、
そ
の
よ
う
な
現
松
江
市
域
の
地
域
状
況
を
、
統
一
し
た

調
査
項
目
に
基
づ
い
て
、
具
体
的
・
網
羅
的
に
記
述
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
資
本
主
義
化
が
本
格
的
に
進
む
前
の
、
近
世
的
な
状
況
を
残
し

て
い
る
地
域
の
実
態
を
推
測
す
る
史
料
に
も
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
本
巻
所
収
の
郡
村
誌
は
、
近
代
の
出
発
点
に
お
け

る
現
松
江
市
域
の
様
相
を
隈
無
く
示
す
史
料
と
し
て
活
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
郡
村
誌
に
よ
っ
て
、
各
村
々
ご
と
に
、
地
形
・
地
勢
と
戸
数
・
人
口
な
ど
の
基
礎
的
情
報
、
物
産
・
民
業
・
牛
馬
な
ど
産
業
・
経
済
状
況
、

学
校
と
い
う
開
化
政
策
を
代
表
す
る
施
設
の
整
備
状
況
、
神
社
・
寺
院
・
古
跡
な
ど
宗
教
施
設
や
歴
史
遺
産
の
詳
細
が
確
認
で
き
る
。
同
時
に
、

そ
の
よ
う
な
個
別
の
村
々
の
情
報
を
、
北
部
の
島
根
半
島
地
域
、
中
部
の
中
海
・
宍
道
湖
沿
岸
地
域
、
南
部
の
中
国
山
地
北
端
に
位
置
す
る
地
域

ご
と
に
集
成
し
て
、
松
江
市
域
の
地
域
構
成
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら
に
、「
史
料
編
10　

近
現
代
Ⅱ
」
と
「
通
史
編　

近
現
代
」
で
示
す
、
一
八
八
九
年
の
合
併
で
成
立
す
る
町
村
規
模
で
の
地
域
状
況
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

本
巻
所
収
の
「
島
根
県
歴
史
」
と
郡
村
誌
は
、
明
治
維
新
の
変
革
の
歴
史
過
程
と
そ
の
よ
う
な
歴
史
が
展
開
し
た
場
で
あ
る
地
域
の
状
況
を
記

録
し
て
い
る
。
こ
れ
を
一
括
収
録
し
た
こ
と
、
お
よ
び
検
索
可
能
な
Ｃ
Ｄ
─

Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
添
付
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
象
を
相
互
に
関

連
づ
け
な
が
ら
、
全
体
の
構
造
を
理
解
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
。
本
巻
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
各
地
域
の
具
体
的
状
況
を
、
島
根
県
と
日
本

の
全
体
状
況
の
中
に
位
置
付
け
て
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
こ
と
は
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
が
、
私
た
ち
自
身
と
地
域
の
状
況
を
、
日

本
と
世
界
の
中
に
位
置
付
け
て
認
識
す
る
一
助
に
な
る
と
考
え
る
。

〔
参
考
文
献
〕

太
田
富
康
『
近
代
地
方
行
政
体
の
記
録
と
情
報
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇
年

佐
藤
大
悟
「�

太
政
官
正
院
歴
史
課
に
お
け
る
『
府
県
史
料
』
編
纂
事
業
の
開
始
─
『
皇
国
地
誌
』
と
の
関
係
を
中
心
に
─
」（『
東
京
大
学
日
本
史
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学
研
究
室
紀
要
』
第
二
〇
号
、
二
〇
一
六
年
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島
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俊
之
「
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治
政
府
の
地
誌
編
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事
業
と
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民
国
家
形
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地
理
学
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